
下記のURLもしくは２次元コードから
事前参加登録のご協力をお願い致します。

（専門医認定事業申請中：59242）

惜秋の候、先生方におかれましてはご清祥の事とお慶び申し上げます。
さて、この度「第41回帝京大学眼科学術講演会」を下記の要領で開催させて頂きます。
ご多用中恐れ入りますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようご案内申し上げます。

●池袋警察署

駐車場出口

駐車場入口

正
面
玄
関

● JR池袋駅メトロポリタン口より徒歩1分
● 池袋駅西口(南)より徒歩3分

首都高速
● 西池袋インターより5分
● 北池袋・護国寺・東池袋インターより7分

※駐車場のご予約は承っておりません。
※土・日・祝は混雑のため、満車の場合がございます。
※飲酒後の運転はお控えくださいますようお願い申し上げます。

正面玄関のロータリーよりお入りいただき、玄関前を通って地下駐車場へのスロープをお降りください。



ドライアイ診療における最大の課題は、他覚所見の改善と患者の自覚症状の乖離による治療中断で

あった。

2026年4月に発売された世界初のTRPV1拮抗薬アバレプトは、痛みや乾燥感のセンサーである

TRPV1を阻害する新機序を持つ。

本講演では、発売以降に本剤を使用した自験例のリアルワールドデータを初公開する。

既存薬で拭いきれなかったゴロゴロ感やしみる痛みが、点眼早期から劇的に軽減した実際の臨床

経過を供覧。

速やかな症状改善がもたらす高い動機付けと、適切な指導による良好なアドヒアランス維持の相乗

効果を検証する。

「不快感の解消」という明確な成功体験が、いかに医師・患者間の強固な信頼関係を構築し、治療継続

率を向上させるか。

患者満足度を最大化するための実臨床マネジメントと今後の展望を詳述する。
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